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１ はじめに 

冬虫夏草はその名のとおり冬に虫だったものが、夏になり始める 6 月ごろに寄

生していた虫を養分としてｷﾉｺを作ります。聞いてみると以外にｸﾞﾛﾃｽｸなｷﾉｺだと

思われます。しかし昔から野生の冬虫夏草（特にﾊﾅｻﾅｷﾞﾀｹ）は機能性食品として

漢方薬として重宝されてきました。今回私たちの研究で使用したｻﾅｷﾞﾀｹは冬虫夏

草属に属する寄生菌の一種で、蝶や蛾などの鱗翅類に寄生し、ｵﾚﾝｼﾞ色をしている

棍棒状の子実体を発生させます。ｻﾅｷﾞﾀｹは林床の腐葉のなかに潜み、そこにｻﾅｷﾞ

があると菌が体内へ侵入し、ｻﾅｷﾞが死ぬまで菌糸を伸ばし、殺傷します。ｻﾅｷﾞﾀｹ

の研究は漢方薬として使われる中国で盛んに行われており、日本ではまだ研究段

階でわからないことが多く、一部企業では生ｻﾅｷﾞに菌糸を注入栽培されています

が、企業秘密という壁で、研究資料も皆無に近い状

態です。平成 21 年の 6 月に赤城山の本校演習林近

くの標高 1000ｍの広葉樹林内でｻﾅｷﾞﾀｹを先輩が偶

然発見し、今まで本校では研究されていないｷﾉｺで

あるため研究材料として学校に持ち帰り菌糸を培

養してみました。写真 1 がそのとき発見したｻﾅｷﾞﾀｹ

です。ｻﾅｷﾞの大きさ 5ｃｍ、子実体の長さ 10ｃｍほ

どある比較的大きな子実体でした。         写真 1 発見されたｻﾅｷﾞﾀｹ 

２ 平成 26 年度の研究内容 

このｻﾅｷﾞﾀｹを人工栽培できないかと言う目的で平成 21 年から研究を行い、今年

で 6 年目となります。試行錯誤の結果、平成 26 年度は効率よく栽培する方法を見

つけ、結果として成分分析ができる量の子実体を菌床栽培にて栽培することができ

ました。以下にその実験の項目と内容を記載します。 表 1 実験 1 の培地構成表 

(1) 実験 1 培地基材としての米の熱処理を炊飯から蒸 

す方法に変え栽培実験を行う。 

表 1 が炊飯した米と蒸した米を培地とした培地   

構成表です。炊飯とはｼｬｰﾚにあきたこまちの白米、 

、ななつぼしの玄米を 5ｇ、水 30ｍｌ入れ、ｵｰﾄｸ  

ﾚｰﾌﾞで 1.2 気圧の 15 分滅菌し炊き上げます、蒸 

すとは同じお米を 5ｇずつ３時間浸水し、十分水 

を吸った後に水を切り、同じように滅菌した蒸米  ｸﾞﾗﾌ１ 一日の菌糸成長量 

をいいます。その培地を処理区毎にｼｬｰﾚ 5 枚ずつ   

作り、3 週間かけて 1 日の菌糸成長を測定したの 

がｸﾞﾗﾌ 1 です。○実験１の結果：ｸﾞﾗﾌ 1 より蒸米 

は炊飯米と比較すれば成長量は明らかに良く玄 

米は 0.1ｍｍ、白米は 0.5ｍｍの差で生育が良い 

ことがわかります。培地処理の方法として、白米  



や玄米を炊飯す方法よりも蒸して使う方が確実に菌糸成長量は速くなることが 

わかりました。                 表 2 実験 2 の培地構成表 

 (2)  実験 2 培地基材を蒸したに白米、玄米とし、   

菌床栽培をおこなう。 

表 2 が実験 2 の培地構成表です。培地基材は 

蒸米の玄米、白米を 5ｇとし、原基、子実体の 

発生の良い栄養材であるﾌﾟﾛﾃｲﾝとﾌﾘｰｽﾞﾄﾞﾗｲｻﾅ  

ｷﾞを 1ｇずつ添加し、温度 23℃、湿度 80％で培 

養しました。それをﾏﾖﾈｰｽﾞﾋﾞﾝ 5 本ずつ、合計 

30 本作成し、栽培しました。○実験 2 の結果： 

この実験は 8 月と 9 月に同じ実験を二回実施し 

ました。その結果、3 区の玄米にﾌﾟﾛﾃｲﾝを添加 

した培地では写真 2 のような子実体が 1 回目で 

は 44 日、2 回目では 66 日後に 5 本中に 5 本発 

生しました。 

(3)  実験 3 蒸した玄米とﾌﾟﾛﾃｲﾝを栄養材とした子実 

体の大量生産実験                     写真 2 実験 2 の子実体の発生 

  実験 2 の結果より蒸した玄米にﾌﾟﾛﾃｲﾝを添加   

した培地で大量に子実体を収穫する実験を行い 

ました。その時、培地量を今までの 2 倍の 10ｇ 

とし栽培することにしました。○実験 3 の結果： 

培地量が 2 培地なったせいか、栽培期間も 1.5 

倍の 84 日日に子実体を収穫しました。結果、実 

験 2 と実験 3 で蒸した玄米にﾌﾟﾛﾃｲﾝを添加した 

培地で収穫できたｻﾅｷﾞﾀｹの子実体が合わせて写  写真 3 収穫された子実体  

真 3 のように 66ｇ収穫できました。その子実体を乾燥器にかけ、6.6ｇの干物を 

準備し、これを今、東京農業大学の森林総合学科の林産化学研究室の江口文陽教

授に成分分析をお願いしています。 

                                                          

３ まとめ・考察 

  中国では冬虫夏草といえばｺｳﾓﾘｶﾞから発生するﾊﾅｻﾅｷﾞﾀｹをいい高価に売買されて

いますが、現状は野生の子実体が乱獲され、絶滅危惧種に指定されています。そこ

で大量にﾊﾅｻﾅｷﾞﾀｹの近種であるｻﾅｷﾞﾀｹを菌床栽培で人工栽培できないかを研究し

てきました。その結果、現時点では蒸した玄米を培地基材とし、ﾌﾟﾛﾃｲﾝを栄養材と

して添加した培地で効率よく栽培できる技術を習得できました。しかし栽培条件に

はまだまだ問題があります。今後の課題とすれば、現時点では 2 ヶ月かかる栽培期

間のより短縮化、栄養材を産業廃棄物としての蚕のｻﾅｷﾞを使用すること等、改良の

余地は多々あるように思われます。 


